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は じ め に


























































































































































委員会 Social Planning Council 等、また
特に小さい地区のものについては近隣地区




し小地域における Neighborhood Council や公
私関係者と住民がその地域の福祉向上の方策を





の社会事業年鑑１９４９年版 Socials Work Year 










































































































































































































































































































































































































福祉連合」Combined Community Chest 
and Council と呼んでいる。













































































































































































































































お わ り に
いまだ巷には戦禍で家族と家を失った人々
や、戦災孤児、復員兵、傷病兵、引揚者、公職
追放された人々、失業者などがあふれ、多くの
市民が日々の食料の買出しに苦労していた時代
に、住民自身の手によってその地域の生活・福
祉問題の解決向上に取り組もうとする社協の誕
生は人々の目に極めて新鮮なものに映ったに違
いない。はるかに半世紀を越え国民の記憶のか
なたに消えかかり、福祉関係者でさえ殆ど省み
る事のなくなった今、社協誕生前夜に発表され
た牧賢一の論文を、以上の通りあえて再録し、
今日の状況と対比することを試みた次第であ
る。今読み直してもその後の時代の変遷と社会
福祉の進歩発展により現状と合わなくなった箇
所もあるが、社協に関する牧の理論の骨格部分
は今も何ら色褪せてはいないことに驚かされ
る。また文章の端々から初めて誕生しやがて大
きく成長するであろう社協に対する彼の期待が
ひしひしと感じられる。牧の論文を熟読吟味す
る事により我々福祉関係者は、何よりも社協関
係者は、牧の想いにどこまで応えてきたかを自
問自答し、今後どう応えるべきかに思いを致し
たい。社協の合併論議が喧しい今、「そもそも
社協は何のために、何を目指して存在し活動す
るのか」という社協本来の使命の確認と、新し
い組織、事業のあり方、新たな財源確保の方法
などを考えるにあたって、今一度社協誕生時の
「初々しい想い」に立ち返り、その中から今後
の社協の「新しい進路」を見つけ「理想の姿を
再構築する時」であろう。社協関係者の奮起を
期待したい。
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